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Ⅴ 土づくりと定植ほ場の準備

１ 土づくりとは

トマトの根は発根力が強いため、根群が深く幅広

くなります。このため、耕土は深く肥沃で透排水性、

保水性の良好な土壌にします。トマトの生育、収量

を高めるには、透排水性の改善、有機物の施用、深

耕、土壌養分の適正化等により、土の総合的な力を高める土づくりが必要になります。
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２ 総合的な土づくりによる根圏環境の改善

総合的な土づくりは、透排水性の改善が軸となります。ハウス内外の水をどのように

排除していくかを具体的にイメージしながら、明きょ・暗きょを軸に､ハウスの土盛り､

高畦栽培等を実施します。また、根の健全な生育には、堆肥の施用、深耕の実施に加え、

砕土率の向上や地温の確保が必要となります。計画的にミニトマトの栽培に適した土壌

根圏環境づくりに努めましょう。

３ 暗きょの整備

(1) 地下水位を下げる

地下水位を60cm以下に保ち、土壌水分のコ

ントロールを行うには、暗きょによる排水対

策が基本となります。

(2) 粘質の強い土壌の場合

ア 水田転作畑で設置されている10m 間隔の暗きょでは、グライ土や灰色低地土など

の粘質土壌の場合に多雨直後の排水量が弱く十分な効果が得られません。

イ 粘質系ほ場で新規に施工する場合は、間隔を５ｍで設定します。施工深度は､目

標地下水位を60cmとして、それ以下に埋設します。

(3) ハウス移動が困難な場合

簡易法としてハウスに平行して設置します。

図 雨の日の水の流れのイメージ図

雨の日も換気

疎水材

水田 イボ竹

有材心土改良耕

ベットの水分を

コントロールする

暗 渠
適当な設置間隔で

多雨時の湿害を防止

明 渠

ハウス内への

浸透水防止

ハウス設置場所、

ベットを高く盛り

上げる

堆肥の投入で、

根張り良い土を作る
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４ 明きょの設置

(1) 明きょの必要性

ハウス内の土壌水分過多は、根傷みや生育の抑制、果実品質の低下を招きます。明

きょを設置することで、融雪水や降雨のハウス内への侵入を防ぎましょう。

(2) 設置方法

ア ハウスの周辺に深さ50～60cm程度で溝掘

りします。

イ 明きょは必ず排水溝につなぎます。

ウ 隣接するハウスとの距離が近い場合は、

60cmの深さに浅暗きょとして設置すること

も一つの方法です。

エ 山や水田の横のほ場、暗きょが無い又は、

暗きょの排水能力の低いほ場は、必ず明き

ょを設置します。

５ 心土の改良

(1) 心土改良の目的

心土の透排水性改善は、暗きょ排水を助けることが

目的になります。心土改良の効果は、①深層の地温を

高めること、②作土の余剰水分除去による湿害の回避
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等があり、生育や気象条件に応じて作土の土壌水分をコントロールすることが可能に

なります。

(2) 心土破砕の方法

心土破砕は、心土に縦に亀裂を作ることにより、土壌水分を下層の暗きょに流す工

法です。このため、湿った土壌では、亀裂が形成されずに切断面が閉じてしまいます。

施工は、土壌が乾いた時期に行うことにより効果が高まります。また、粘質の強い土

壌では、モミガラ、バーク資材を用いた有材心土改良耕の効果が高くなります。

６ 堆肥の活用

(1) 堆肥の効果～なぜ根張りが良くなるか？～

ア 土壌改良材的効果

・堆肥を施用すると、土壌中のかびや細菌､放線菌

などの微生物が飛躍的に増加します。これらが

土の粒子同士をつなぐ糊となって、図のような

土の団粒ができ､通気性を高め透排水性の良い､

軽く軟らかい土にします。

・堆肥原料の中には､バークやモミガラなど､繊維

質に富み、土壌の通気性や保水性を改善するも

のもあります。

・腐植の増加によって、土の養分を蓄える力(=保

肥力）が高まります。

イ 肥料的効果

・窒素や加里などの肥料成分の他に、微量要素など 図 団粒構造

も土に補給されます。肥効は比較的緩やかです。

ウ その他

・微生物の数や種類が増えることで､作物の根を犯す特定の病原菌の増殖を抑えま

す。

(2) 堆肥の効き目は種類によって異なる

前述の堆肥の効果（＝土壌改良材的効果､肥料的効果他）は堆肥の原料によって異

なります。特に､透排水性が劣り､締まりやすい粘質土壌の改良には､土壌改良材的効

果の高い堆肥の施用が必要となります。
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(3) 完熟堆肥を施用するために

十分に腐熟が進んでいない堆肥を

施用すると、様々な生育障害が発生

する恐れがあります。特に､排水不良

条件ではその発生がいっそう助長さ

れます。従って､完熟堆肥の施用が望

ましいです。未熟な堆肥しか入手で

きない場合は、再度、腐熟化させる

必要があります。

↑ 半生堆肥 未分解の有機物が腐植に変化すると色が黒くなる 完熟堆肥 ↑
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７ 深耕の実施

(1) 深耕の効果

深耕の実施は、根を深く張らせ、根量を増加

させることができるため、気象の変化に強い栽

培が可能になります。

(2) 深耕に当たっての注意点

ア 地下水位が高い、透排水性が劣るほ場では、

深耕した深さに水が溜まり、湿害を生じやす

いため、透排水性改善を確実に行います。

イ 心土は、一般的にち密でｐＨが低く、土壌養分が少ない場合が多いです。そのた

め、深耕により心土が混ざると地力が低下し、以前より生育が劣る場合があります。

改良深に合わせ作土、心土別に土壌診断を実施し、改良資材の施用が必要です。ま

た、堆肥の施用により土壌の膨軟化を図ります。

８ 土壌診断の実施

(1) 定植前年には土壌診断によ

る施肥改善を行い、適正な土

壌化学性を保ちます。

(2) 石灰欠乏症等の要素障害が

多い時は、土壌診断を行い土

の状態の確認が必要です。
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９ 施肥

(1) 北のクリーン農産物表示制度

ア 登録申請した施肥基準

イ 施肥資材の種類と成分

ウ 基肥の施肥例



19

(2) 施肥の注意点

ア 基肥は定植の７～10日前に施肥し、土壌とよく混和後、かん水チューブ、マルチ

を設置しておきます。

イ 砕土は、２cm以下の土塊が70％以上となることが目安となります。特に、粘土質

の強い土壌では、砕土に適した土壌水分の時期が短いため注意します。

ウ 基肥のＮＳ２６２は、定植から第３花房開花期まで（約１ヶ月間）の肥効確保が

目的です。施用量が多い場合は、生育初期の草勢が強くなりすぎ、追肥開始後の草

勢維持が難しくなりますので注意します。

(3) 有機物・有機質肥料の施用上の注意点

有機質肥料の成

分は有機体窒素が

主体です。ミニト

マトが肥料として

吸収しやすい硝酸

態窒素に変化する

ためには、温度、

水分、酸素、ｐＨ

等を肥効が発現し易い条件にする必要があります。

10 栽植密度とベットの設置

(1) 栽植密度

ベットは、幅120cm２条植で、株間40～45cmを目安に設置します。収穫時の作業性

を考慮し通路は100cm程度確保します。

(2) ベット・かん水チューブの設置

ベットは、透排水性の劣るほ場では高畝、良好なほ場では平畝とします。かん水チ

ューブは、ベットの条植の外側でベットの肩側に設置します。


